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登
場
人
物

黒
井

ミ
サ

田
上

寛

賀
茂

康
生
…
…
…
…
…
…
都
市
デ
ザ
イ
ナ
ー

伊
澤

亮
子

リ
リ
ー

佐
橋

恵
理

倉
橋
み
す
ず

須
田

薫
（
に
似
た
影
）

岸
田

嘉
彦

岸
田

雄
彦

桜
木
周
一
郎
…
…
…
…
…
…
…
与
党
幹
事
長

バ
ジ
リ
ス
ク
（
幼
女
の
ミ
サ
）

バ
ジ
リ
ス
ク
の
声



○
前
話
リ
プ
ラ
イ
ズ
／
ヘ
イ
ズ
⋞
ピ
ッ
ト

激
し
く
ブ
レ
る
画
面
。
研
究
員
達
の
怒
号
と
悲
鳴
。

明
滅
す
る
光
。

○
地
下
祈
祷
室

入
っ
て
く
る
賀
茂
、
愕
然
。

陰
陽
道
の
修
行
僧
ら
、
喉
を
か
き
む
し
り
な
が
ら
一
斉
に
倒

れ
、
も
が
い
て
い
る
。

賀

茂
「
何
が
起
っ
て
い
る!

!
!
?

」

ピ
ッ
ト
へ
連
な
る
通
路
、
奥
よ
り
光
が
明
滅
し
て
い
る
。

○
湾
岸

お
お
お
お
お
お
お
お
ん
ん
ん
ん
ん
ん
ん

霧
の
立
ち
込
め
る
東
京
湾
内
の
海
上
に
、
巨
大
な
る
尖
塔
の

門
が
、
未
だ
は
っ
き
り
と
は
し
な
い
な
が
ら
も
実
体
と
し
て

現
出
し
始
め
て
い
る
。

ア
ベ
ッ
ク
や
散
歩
し
て
い
た
人
ら
が
何
事
か
と
指
差
し
て
そ

れ
を
見
つ
め
て
い
る
。

○
街
路

恵
理
と
み
す
ず
、
帰
宅
途
中
。

と
、
恵
理
、
ハ
ッ
と
電
柱
の
陰
の
中
に
立
つ
人
影
を
見
る
。

み
す
ず
「
？

ど
し
た
の
恵
理
」

恵

理
「

（
呟
き
／
手
を
口
元
へ
）
薫
…
…
？
」

俯
い
て
立
つ
影
。
ま
る
で
平
面
の
様
に
実
体
感
が
な
い
。

み
す
ず
「
（
見
え
な
い
）
薫
？

ど
こ
…
…
（
ハ
ッ
）
」

み
す
ず
、
恵
理
を
凝
視
。

恵

理
「
…
…
な
、
な
ん
で
も
な
い
…
…
」

み
す
ず
「

見
え
る
、
の
…
…
？
」

無
意
識
に
口
元
の
手
を
額
へ
映
し
隠
そ
う
と
す
る
恵
理
。

１



恵

理
「
（
目
を
見
ず
、
作
り
笑
み
）
な
、
何
が
…
…
」

み
す
ず
「

恵
理
も

、
見
え
る
様
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
…
…
」

恵
理
、
『
言
わ
な
い
で
』
と
言
お
う
か
迷
い

、

恵

理
「

見
え
な
い
ん
だ
っ
た
ら!

!

」

叫
び
、
走
り
出
す
恵
理
。

表
情
を
消
し
見
送
る
み
す
ず

。

○
赤
い
部
屋

亮
子
か
ら
顔
の
傷
の
手
当
て
を
受
け
て
い
る
ミ
サ
。

リ
リ
ー
は
い
つ
も
の
様
に
座
っ
て
お
り
、
田
上
は
居
心
地
悪

そ
う
に
壁
に
も
た
れ
立
っ
て
い
る
。

ミ

サ
「
あ
た
し
、
マ
マ
に
会
っ
た
よ
…
…
。
子
ど
も
の
時
の
」

亮

子
「

」

ミ

サ
「

地
獄
の
門
が
開
く
よ
、
っ
て
教
え
て
く
れ
た
の
」

亮

子
「
…
…
」

田

上
「
地
獄
の
門
？
」

亮

子
「
今
の
私
に
は
判
ら
な
い
。
私
に
は
、
先
の
こ
と
が
少
し
判
る
だ
け
」

田

上
「
地
獄
の
門
と
や
ら
が
開
く
と
、
何
が
起
こ
る
ん
だ
」

ミ

サ
「

生
き
て
い
る
者
と
、
死
ん
で
い
る
者
と
が
い
る
境
界
が
崩
れ

て
、
こ
の
世
界
は
地
獄
の
延
長
に
な
る
」

田

上
「!

?

何
だ
っ
て
…
…
？
」

○
東
京
の
街
／
点
景人

の
往
来
が
少
な
い
の
は
、
未
明
だ
か
ら
な
の
か

。

街
の
そ
こ
こ
に
あ
る
陰
。
そ
の
陰
の
中
に
、
更
に
漆
黒
の
何

か
が
蠢
い
て
い
る

。

ミ

サ
「
（
オ
フ
）
も
う
、
開
き
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
け
ど
、
本
当
に

そ
れ
が
開
く
の
は
、
大
い
な
る
災
厄
が
あ
っ
た
後

」

○
赤
い
部
屋

と
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
の
救
急
道
具
が
カ
タ
カ
タ
と
揺
れ
る
。

２



田

上
「
！

（
見
回
し
）
」

そ
の
揺
れ
は
微
震
の
ま
ま
収
ま
っ
た
。
だ
が
そ
れ
は

田

上
「

近
い
の
か
…
…
、
東
京
が
壊
滅
す
る
程
の

地
震
…
…
」

バ
ン
！

ド
ア
が
開
き
飛
び
込
ん
で
く
る
恵
理
。

田

上
「

君
は
…
…
」

ミ

サ
「
恵
理
…
…
」

恵

理
「
い
て
く
れ
た
！

良
か
っ
た
…
…
、
ミ
サ
…
…
あ
た
し
…
…
」

泣
き
そ
う
な
恵
理

。

ミ

サ
「

あ
た
し
は
、
肉
体
を
一
度
棄
て
て
い
た
。
お
蔭
で
、
あ
た
し

の
魔
術
の
力
は
以
前
よ
り
も
ず
っ
と
衰
え
て
い
る
。
今
の
あ
た
し

だ
け
の
力
で
は
、
地
獄
の
門
を
開
け
よ
う
と
し
て
い
る
者
を
止
め

る
事
は
出
来
な
い
…
…
」

田

上
「

で
、
ど
う
す
る
ん
だ
」

ミ

サ
「

一
人
で
は
な
く
、
何
人
か
の
魔
女
の
力
を
束
ね
る
」

恵

理
「

ど
こ
に
い
る
の
？

ミ
サ
以
外
の
魔
女
っ
て
」

田

上
「
（
や
や
苛
立
ち
）
今
か
ら
捜
す
の
か
よ
！

幾
ら
俺
が
人
探
し
屋

だ
っ
て
言
っ
た
っ
て

」

ミ

サ
「
捜
す
の
で
は
な
く
、
新
た
に
魔
女
に
な
っ
て
貰
う
の
」

亮

子
「

あ
た
し
た
ち
の
事
…
…
？
」

ミ
サ
、
頷
く
。

恵

理
「

あ
た
し
、
な
る
。
な
れ
る
ん
だ
っ
た
ら
、
あ
た
し
魔
女
に
な

り
た
い
！
」

と

、
リ
リ
ー
、
す
っ
と
立
ち
上
が
っ
て
、
ミ
サ
を
囲
む

輪
に
加
わ
る
。

微
笑
み
受
け
入
れ
る
亮
子
。

田

上
「

！
」

ミ
サ
、
田
上
を
見
つ
め
て
い
た
。

田

上
「
ち
ょ
、
待
て
よ
。
俺
は
男
だ
ぞ
。
男
が
魔
女
な
ん
て
お
か
し
い
だ

ろ
？
」

亮

子
「
（
微
笑
）
ウ
ィ
ッ
チ
、
ウ
ィ
ッ
カ
は
本
来
、
女
に
限
定
し
た
言
葉

で
は
な
い
の
よ
」

田

上
「
だ
か
ら
っ
て

、
マ
ジ
か
よ
…
…
」

３



○
ヘ
イ
ズ
⋞
ピ
ッ
ト横

穴
（
共
同
溝
）
か
ら
姿
を
現
す
賀
茂
。

奈
落
を
見
下
ろ
す
。

気
を
失
い
倒
れ
て
い
る
若
い
研
究
者
達
の
姿
が
見
え
る
。

そ
こ
に
い
る
者
の
視
点
。

巨
大
な
獣
の
吐
息
の
様
な
音

。

見
下
ろ
す
賀
茂
の
姿
を
捉
え
て
い
る
。

賀

茂
「
門
は
私
が
作
っ
て
い
る
の
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
？

あ
れ
は
一

体
何
な
の
だ
！

勝
手
に
何
を
す
る
つ
も
り
な
ん
だ!

?

」

吐
息
、
哄
う
。

賀

茂
「
こ
の
東
京
を
荒
野
に
均
し
、
正
し
き
霊
的
都
市
を
築
こ
う
と
い
う

私
を
助
け
て
く
れ
る
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
ァ
ァ
ァ
ッ!
!
!
?

」

○
街
頭
テ
レ
ビ
画
面画

面
一
杯
に
映
し
出
さ
れ
る
政
治
家
の
顔
。

Ｔ
「
桜
木
周
一
郎
幹
事
長
」

桜

木
「
（
虚
ろ
な
目
）
東
京
を
霊
的
都
市
と
し
て
再
構
築
し
、
陰
陽
寮
を

復
活
さ
せ
る
と
い
う
悲
願
を
果
た
す
が
為
に
、
私
は
前
幹
事
長
を

始
め
と
す
る
政
敵
を
呪
法
に
よ
る
処
刑
を
命
じ
て
き
た
…
…
」

と
、
お
も
む
ろ
に
幹
事
長
、
ス
ー
ツ
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
拳
銃

を
取
り
出
し
口
を
開
い
て
銃
口
を
突
っ
込
む
。

即
座
に
ブ
ル
ー
の
画
面
。

Ｓ
「
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
」

○
国
会
議
事
堂
前

車
の
走
ら
な
い
道
に
、
風
に
吹
か
れ
、
飛
ん
で
く
る
紙
片
。

既
に
そ
の
機
能
と
役
目
を
終
え
た
、
ひ
と
が
た
。

○
岸
田
の
部
屋
（
も
し
く
は
南
淵
高
校
美
術
室
）

４



千
々
に
破
ら
れ
床
に
散
乱
す
る
ス
ケ
ッ
チ
や
キ
ャ
ン
バ
ス
。

う
な
だ
れ
立
っ
て
い
る
、
岸
田
。
ド
ア
脇
に
立
っ
て
い
た
父

の
雄
彦
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
厚
い
封
筒
を
出
し
、
床
に
放
る
。

雄

彦
「

お
前
も
も
う
大
人
だ
よ
な
。
一
人
で
や
っ
て
い
け
る
よ
な
」

岸

田
「

」

雄

彦
「
（
涙
が
滲
む
の
を
拳
で
拭
い
）

じ
ゃ
…
…
」

出
て
行
く
雄
彦
。

岸
田
、
荒
々
し
く
足
元
の
キ
ャ
ン
バ
ス
を
蹴
り
上
げ
る
。

静
寂

。

と

、
背
後
か
ら
か
細
い
声
。

千

砂
「
（
オ
フ
）

き
し
だ
、
く
ん
…
…
」

ハ
ッ
と
怯
え
、
慌
て
て
尻
餅
を
つ
く
岸
田
。

岸

田
「
（
激
し
い
う
ろ
た
え
）
」

部
屋
の
隅
の
陰
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
顔
を
は
っ
き
り
見
せ

ず
俯
い
て
立
つ
、
ミ
サ

、
だ
と
岸
田
は
思
っ
て
い
る
。

岸

田
「

何
で

、
何
で
千
砂
の
顔
な
ん
か
し
て
る
ん
だ
！

あ
、

あ
ん
た
魔
女
だ
っ
て
…
…
？

（
引
き
つ
っ
た
笑
い
）
一
体
い
つ

か
ら
生
き
て
る
ん
だ
。
中
世
の
魔
女
狩
り
の
時
は
う
ま
く
逃
げ
ら

れ
た
ん
だ
な
？

け
ど
、
こ
の
時
代
で
あ
ん
た
た
ち
は
全
滅
す
る

ん
だ
ぜ

」

千

砂
「
き
し
だ
、
く
ん
…
…
」

す
っ
。
一
歩
前
に
出
る
千
砂
。

そ
の
顔
は
、
陰
に
な
っ
て
い
る
が
、
頭
部
か
ら
夥
し
い
出
血

し
た
後
、
干
か
ら
び
こ
び
り
つ
い
て
い
る
お
ぞ
ま
し
い
も
の

に
な
っ
て
い
る
。

岸

田
「

（
ハ
ッ
）
ち
、
さ
…
…
」

千

砂
「
（
オ
フ
）
痛
か
っ
た
よ
、
岸
田
君
…
…
。
と
っ
て
も
痛
か
っ
た
ん

だ
よ
…
…
」

岸

田
「
ち
、
ち
、
ち
…
…
」

瞬
き
も
出
来
ず
見
開
き
、
痙
攣
の
如
き
に
身
を
震
わ
せ

○
東
京
夜
景

闇
が
深
ま
っ
て
い
く

。

５



そ
こ
こ
に
蠢
く
影
も
、
そ
の
数
を
増
や
し

○
プ
レ
イ
ル
ー
ム

嗜
虐
行
為
と
い
う
欲
望
の
為
に
だ
け
存
在
し
て
き
た
部
屋
。

そ
こ
に
は
今
、
蝋
燭
の
炎
だ
け
の
灯
り
。

テ
ー
ブ
ル
を
祭
壇
に
見
立
て
、
そ
の
前
で
円
陣
を
組
ん
で
座

る
田
上
、
亮
子
、
リ
リ
ー
、
恵
理
。

祭
祀
役
の
ミ
サ
は
、
プ
レ
イ
用
衣
装
の
ロ
ー
ブ
を
被
り
、
祈

り
を
捧
げ
て
い
る
。

祭
壇
に
置
か
れ
て
い
る
、
赤
ワ
イ
ン
で
満
た
さ
れ
た
グ
ラ
ス
。

ミ
サ
は
ア
サ
メ
イ
で
己
の
指
先
を
切
る
。

血
玉
が
浮
か
ぶ
と
、
そ
れ
を
ワ
イ
ン
の
中
へ
絞
り
落
と
す
。

ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
を
回
し
飲
み
す
る
一
同
。

戸
惑
い
が
隠
せ
な
い
田
上
、
落
ち
着
い
て
い
る
亮
子
。

何
か
期
待
感
に
あ
る
恵
理
、
そ
し
て
リ
リ
ー
。

呪
文
を
唱
和
す
る
一
同
。

「
（
台
詞
オ
フ
）
エ
コ
ォ
、
エ
コ
ォ
、
ア
ザ
ラ
ー
ク
、
エ
コ

ォ
エ
コ
ォ
、
ア
ザ
ラ
ー
ク
、
エ
コ
ォ
、
エ
コ
ォ
、
ザ
メ
ラ

ー
ク
、
エ
コ
ォ
、
エ
コ
ォ
、
ア
ラ
デ
ィ
ー
ヤ
、
エ
コ
ォ
、

エ
コ
ォ
、
ケ
ル
ノ
ノ
ー
ス

」

○
イ
メ
エ
ジ
／
東
京
の
空

ま
る
で
夜
の
空
が
、
雷
雲
の
如
く
に
渦
を
巻
く

。

○
プ
レ
イ
ル
ー
ム

一
人
づ
つ
祭
壇
の
前
に
立
た
せ
秘
儀
参
入
儀
礼
を
施
す
ミ
サ
。

俯
い
て
い
る
恵
理
の
前
で
、
ア
サ
メ
イ
で
五
芒
星
を
描
く
。

と
、
亮
子
は
ア
サ
メ
イ
に
口
づ
け
を
す
る
。

６



同
じ
事
を
リ
リ
ー
、
田
上
、
そ
し
て
亮
子
が
。

亮

子
「

私
、
本
当
に
魔
女
に
、
な
れ
た
…
…
」

五
人
の
『
魔
女
』
達
が
五
芒
星
の
如
き
に
座
し
、
手
を
繋
ぎ

合
っ
て
、
目
を
閉
じ
て
い
る
。

ミ

サ
「

底
無
し
の
深
み
に
あ
る
、
純
粋
な
る
悪
意

。
そ
れ
が
我

の
敵
で
あ
る
な
ら
、
そ
こ
へ
の
道
を
示
し
た
ま
え

」

五
人
が
囲
む
中
央
の
床
が
、
液
体
の
様
に
ど
よ
ん
と
蠢
き
、

徐
々
に
渦
を
巻
き
始
め
る
。

田

上
「
（
薄
目
を
開
け
）

お
…
…
」

ゴ
オ
オ
オ
オ
オ
…
…

渦
は
円
筒
型
の
縦
穴
と
な
っ
て
、
地

下
へ
伸
び
て
い
く
。

床
の
渦

、
そ
の
内
側
よ
り
、
獣
の
咆
哮
が
聞
こ
え
る
。

ミ

サ
「

バ
ジ
リ
ス
ク
！
」

渦
の
奥
底
深
く
よ
り
、
禍
々
し
く
、
長
大
な
何
か
が
急
速
に

這
い
上
が
っ
て
く
る
気
配
。

ミ

サ
「
唱
和
し
て
！

ヴ
ィ
ー
ス
テ
⋞
イ
グ
ト
⋞
ナ
ム
！
」

四

人
「
ナ
ム
！
」

唱
和
し
た
声
が
部
屋
中
に
谺
し
、
音
の
波
は
光
と
な
っ
て
視

覚
化
さ
れ
渦
の
中
へ
降
り
て
い
く
。

獣
の
咆
哮
が
一
際
大
き
く
聞
こ
え
た
。
が
、
渦
の
奥
底
よ
り

来
る
者
の
気
配
は
依
然
強
ま
っ
て
い
る
。

ゴ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
！

恵

理
「
（
目
を
閉
じ
た
ま
ま
／
怯
え
）
な
っ
、
何
が
来
る
の!

?

み
っ
、

ミ
サ!
?

ミ
サ!

!

」

ミ
サ
の
顔
に
は
、
博
美
が
魅
入
ら
れ
た
時
の
様
な
黄
昏
色
の

光
が
当
た
り
、
苦
悶
の
表
情
を
浮
べ
て
い
た
。

田

上
「
ど
う
し
た!

?

お
い!

!

ど
う
し
た
ん
だ!

!
!
?

」

○
ミ
サ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

直
径
数
ｍ
の
光
の
ト
ン
ネ
ル
の
中
に
い
る
ミ
サ
。

そ
の
向
こ
う
に
は

、
地
獄
門
。

ミ

サ
「

」
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薄
く
開
き
始
め
て
い
る
門
の
内
側
に
、
誰
か
が
立
っ
て
い
る
。

そ
れ
は

、
ミ
サ
自
身
な
の
か
…
…
？

ミ

サ
「

あ
た
し
が
…
…
い
る
…
…
」

門
の
内
側
に
い
る
シ
ル
エ
ッ
ト
の
少
女
は
ミ
サ
に
手
招
き
を

し
て
い
る
。

ミ
サ
、
す
っ
と
手
を
前
に
出
す
。
と
、
ミ
サ
の
躰
は
光
の
ト

ン
ネ
ル
の
力
で
地
獄
門
に
引
っ
張
ら
れ
始
め
る
！

と
！

そ
の
ミ
サ
の
手
を
掴
む
、
包
帯
の
手
。

ミ

サ
「

!
?

（
包
帯
の
手
の
主
を
見
る
）
」

リ
リ
ー
「
（
は
っ
き
り
と
）
ヴ
ィ
ー
ス
テ
⋞
イ
グ
⋞
ナ
ン!

!

」

○
プ
レ
イ
ル
ー
ム

ド
オ
オ
オ
ッ
！

床
の
渦
が
閃
光
に
包
ま
れ
る
。

ミ
サ
は
リ
リ
ー
に
よ
っ
て
そ
こ
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
る
事
を

免
れ
た
。

田

上
「
い
、
今
何
が
…
…
（
ハ
ッ
！
）
」

床
の
渦
の
光
、
徐
々
に
消
え
て
い
く
。
そ
の
間
際
、
そ
の
渦

の
壁
面
に
は
人
工
的
な
構
造
体
が
見
え

消
え
る
。

田

上
「
今
見
え
た
縦
穴

、
多
分
、
サ
ウ
ス
⋞
ゲ
ー
ト
⋞
シ
テ
ィ
の
建

設
現
場
だ
…
…
」

ミ

サ
「

あ
た
し
に
、
自
分
で
来
い
っ
て
言
っ
て
る
ん
だ
…
…
」

田

上
「
（
苛
立
ち
）
誰
が
そ
ん
な
事
言
っ
て
る
ん
だ
よ!

!

化
け
モ
ン
で

も
い
る
っ
て
の
か!

?

」

ミ

サ
「

純
粋
な
る
悪
意
…
…
、
確
か
に
化
物
…
…
」

恵

理
「
行
っ
ち
ゃ
駄
目
だ
よ
、
ミ
サ
…
…
。
絶
対
帰
っ
て
こ
れ
な
い
！

あ
た
し
判
る
も
ん
！
（
泣
き
だ
す
）
み
ん
な
、
み
ん
な
そ
う
や
っ

て
あ
た
し
の
前
か
ら
い
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
！
」

ミ
サ
、
呆
然
と
恵
理
を
見
つ
め
る
。

ミ

サ
「
…
…
恵
理
？
」

恵
理
の
頬
を
伝
う
涙
に
、
そ
っ
と
指
で
触
れ
さ
す
ミ
サ
。

ミ

サ
「

ど
う
し
て
、
あ
た
し
の
為
に
泣
く
の
…
…
」

恵

理
「
だ
っ
て

」

ミ

サ
「

」
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恵

理
「
友
達
な
ん
だ
よ!

?

あ
た
し
た
ち
！
」

ミ

サ
「

（
極
く
、
極
く
僅
か
に
微
笑
み
／
亮
子
に
）
恵
理
を
」

恵
理
の
肩
を
そ
っ
と
抱
き
、
亮
子
、
頷
く
。

ミ

サ
「
リ
リ
ー
、
あ
り
が
と
う
…
…
」

リ
リ
ー
「
…
…
」ミ

サ
、
田
上
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
一
瞥
し
、
出
て
行
く
。

田

上
「

（
じ
っ
と
考
え
）
」

○
街

霧
が
深
く
立
ち
込
め
て
い
る
。

戦
車
の
走
行
音
が
遠
く
か
ら
聞
こ
え
る
。

遠
方
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
「
只
今
、
こ
の
地
域
に
は
外
出
禁
止
勧
告
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
は
外
出
を
極
力
控
え
て
く
だ
さ
い

」

そ
こ
を
歩
い
て
い
く
ミ
サ
。
後
か
ら
続
く
田
上
。

田
上
、
ド
ア
を
開
け
っ
放
し
で
斜
め
に
止
ま
っ
て
い
る
古
い

ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
を
見
つ
け
、
ミ
サ
を
呼
ぶ
。

○
車
内

殺
伐
と
し
た
街
中
を
走
る
車
中

。

ミ

サ
「

（
ポ
ツ
リ
と
）
あ
た
し
一
人
で
行
く
つ
も
り
だ
っ
た
…
…
」

田

上
「

な
ん
で
つ
い
て
来
る
ん
だ
よ
っ
て
話
か
」

ミ

サ
「

」

田

上
「
俺
は

、
俺
は
あ
い
つ
が
言
っ
た
事
を
自
分
で
確
か
め
た
い
ん

だ
よ
（
露
悪
的
に
）
」

ミ

サ
「

『
黒
井
ミ
サ
が
東
京
を
呪
い
殺
す
…
…
』
」

暫
し
黙
る
二
人

。
田
上
、
吐
し
た
言
葉
を
悔
い
て
い
る
。

と

、
窓
外
に
、
死
者
の
影
が
過
る
。

田

上
「

俺
は
、
あ
い
つ
ら
と
同
じ
な
の
さ
…
…
」

ミ

サ
「
え
…
…
？
」

田

上
「
俺
は
も
う
死
ん
で
る
ん
だ
。
警
察
官
と
し
て
一
番
や
っ
ち
ゃ
な
ら

な
い
事
を
や
っ
た
時
に
…
…
」

ミ

サ
「

（
じ
っ
と
横
顔
を
見
る
）
」
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田

上
「
魔
女
か
…
…
。
（
自
嘲
）
俺
に
言
わ
せ
り
ゃ
、
あ
ん
た
は
普
通
の

女
の
子
さ
…
…
」

ミ

サ
「
…
…
」

田

上
「
だ
か
ら
な
、
あ
ん
ま
り
自
分
を
追
い
詰
め
ん
な
」

ミ

サ
「
…
…
」

○
サ
ウ
ス
⋞
ゲ
ー
ト
⋞
シ
テ
ィ
建
設
現
場

無
人
の
巨
大
な
建
設
現
場
の
ゲ
ー
ト
に
入
っ
て
い
く
車
。

そ
の
現
場
の
後
方
に
は

、
地
獄
の
門
が
迫
っ
て
い
る
。

○
ヘ
イ
ズ
⋞
ピ
ッ
ト
／
最
上
部

二
人
、
ヘ
イ
ズ
⋞
ピ
ッ
ト
最
上
部
に
や
っ
て
く
る
。

田
上
、
階
段
を
見
つ
け

田

上
「
お
い
、
こ
っ
ち
だ
！
」

狭
い
急
峻
な
階
段
を
下
っ
て
い
く
田
上
と
、
ミ
サ
。

田

上
「
足
元
気
を
つ
け
ろ
」

ミ

サ
「
…
…
」田

上
、
下
を
覗
き
込
む
が
、
奈
落
は
闇
に
落
ち
て
い
て
暗
い
。

田

上
「
く
そ
…
…
。
ど
れ
だ
け
下
れ
ば
い
い
ん
だ
…
…
」

延
々
と
下
っ
て
い
く
二
人

。

階
段
と
い
う
よ
り
、
梯
子
に
近
い
。

そ
の
場
を
圧
す
る
音
は
換
気
扇
の
音
な
の
か
、
獣
の
吐
息
か
。

中
層
ま
で
降
り
た
が
、
未
だ
奈
落
へ
は
遠
い
。

流
石
に
疲
れ
、
立
ち
休
む
ミ
サ
と
田
上
。

田

上
「

（
は
あ
、
は
あ
、
は
あ
）
情
け
ね
ぇ
な
…
…
」

ミ
サ
、
あ
る
気
配
に
気
づ
き
、
警
戒
の
眼
で
見
回
す
。

田

上
「
（
気
づ
か
ず
）
こ
れ
で
も
柔
道
部
じ
ゃ
脚
は
早
い
方
だ
っ
た
ん
だ

ぜ
。
ま
、
今
の
俺
見
て
も
信
じ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
が

」

田
上
、
愕
然
と
前
方
を
見
る
。

虚
空
に
顔
が
浮
か
ん
で
い
た
。
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田

上
「
な
っ
…
…
」

そ
れ
は

、
額
田
サ
キ
コ
だ
っ
た
者
の
怨
念
。

ハ
ッ
と
振
り
向
く
ミ
サ

、
ア
サ
メ
イ
を
構
え
よ
と
す
る

も
、
落
と
し
て
し
ま
う
。

ミ

サ
「
あ
っ
！
」

サ
キ
コ
の
怨
霊
、
黒
い
腕
を
ミ
サ
に
伸
ば
し

、
一
気
に

引
っ
張
る
。

田

上
「
ミ
サ
！
」

慌
て
て
ミ
サ
の
脚
を
掴
も
う
と
す
る
が

、
ミ
サ
は
黒
い

影
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
、
奈
落
の
闇
の
中
へ
転
落
し
て
い
く
。

田

上
「
ミ
サ
ァ
ァ
ァ
ッ
ッ
ッ
ッ!

!

（
悲
痛
）
」

暗
転

○
イ
ン
フ
ェ
ル
ノ

地
面
に
横
た
わ
る
ミ
サ

。

そ
こ
は

、
荒
野
の
東
京

。

向
こ
う
に
は
瓦
解
し
た
ビ
ル
。
燃
え
尽
き
た
自
動
車

。

未
だ
瓦
礫
の
向
こ
う
に
は
炎
と
煙

。

ミ
サ
は
、
辺
り
を
見
回
す
。

ミ

サ
「

こ
こ
は
…
…
」

無
人
な
の
か

。

否

、
そ
こ
こ
こ
に
、
植
物
的
に
立
っ
て
い
る
ぼ
ん
や
た

と
し
た
人
間
の
影

。

ミ

サ
「

死
者
が
歩
き
回
る
廃
墟

こ
れ
は
、
近
い
未
来
の
、
東
京
」

怯
え
と
、
哀
し
み

。
そ
れ
を
自
ら
の
意
志
で
振
り
払
い

ミ

サ
「
こ
れ
は
ま
だ
現
実
で
は
な
い!

!

姿
を
見
せ
な
さ
い
！

お
前
の

名
を
呼
ぶ
！

バ
ジ
リ
ス
ク
！

純
粋
な
る
悪
意
！
」

名
を
呼
ぶ
事
で
一
つ
の
呪
縛
を
打
ち
払
う
ミ
サ

。

と

、
猛
々
し
い
獣
の
息
。

ミ

サ
「
！
（
身
構
え
る
）
」

姿
を
現
す
、
緑
色
の
巨
大
な
る
邪
蛇
。
ミ
サ
に
襲
い
か
か
ら

ん
と
、
毒
牙
を
向
け
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○
ヘ
イ
ズ
⋞
ピ
ッ
ト
／
階
段

田

上
「
ミ
サ
ァ
ァ
ァ
ッ
！

ミ
サ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ッ
！
」

名
を
呼
び
な
が
ら
、
必
死
に
階
段
を
下
る
田
上
。

○
イ
ン
フ
ェ
ル
ノ

迫
る
邪
蛇
！

ミ

サ
「
（
ア
サ
メ
イ
構
え
）
セ
ネ
ン
ツ
テ
、
パ
テ
ト
、
サ
タ
イ
ウ
！

ア

ン
レ
ハ
カ
タ
、
サ
タ
イ
ウ
！

ハ
ウ
バ
イ
ル
ラ
、
ハ
ア
リ!

!
!
!

」

七
芒
星
を
描
く
ミ
サ
！

そ
の
光
は
バ
ジ
リ
ス
ク
を
捕
ら
え

破
邪
！

ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト

ミ
サ
と
、
精
霊
状
態
の
ミ
サ
が
対
峙
す
る
。

ミ

サ
「

誰
な
の
…
…
」

精
霊
ミ
サ
「
（
や
や
大
人
び
た
声
）
も
う
気
が
つ
い
て
い
る
ん
で
し
ょ
」

ミ

サ
「
（
認
め
た
く
な
い
）
」

精
霊
ミ
サ
「
こ
の
街
は
、
こ
こ
に
住
む
者
達
の
邪
悪
な
心
で
穢
さ
れ
呪
い
で

満
ち
た
」

ミ

サ
「

」

精
霊
ミ
サ
「
魔
女
と
し
て
あ
た
し
が
持
つ
力
、
何
の
為
に
存
在
し
て
い
い
る

の
か
。
闇
に
落
ち
て
い
く
こ
の
街
の
行
き
先
を
変
え
る
事
な
の
か
」

ミ

サ
「
…
…
」

精
霊
ミ
サ
「
時
の
流
れ
の
中
で
触
れ
合
っ
た
人
間
の
、
幾
人
か
は
魔
術
で
救

う
事
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
ん
な
事
の
為
に
魔
術
が
あ
る
の
で
は

な
い

。
だ
と
し
た
ら
、
こ
の
街
が
滅
び
に
向
か
う
の
な
ら
、

そ
れ
を
正
し
く
導
く
事
こ
そ
闇
の
力
に
仕
え
る
魔
女
の
役
目
で
は

な
い
の
か

」

ミ

サ
「
（
意
を
決
し
）
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
い
っ
て
言
っ
て
い
る
の
よ!

!

」

精
霊
ミ
サ
「
（
微
笑
の
吐
息
）
そ
う
。
だ
か
ら
あ
た
し
は
肉
体
を
棄
て
、
分

裂
し
た
。
人
を
、
街
を
呪
う
事
が
出
来
な
い
あ
な
た
と
、
本
当
の

黒
井
ミ
サ
と
に
…
…
」

ミ

サ
「

あ
な
た
が
本
当
の
黒
井
ミ
サ
？

（
違
う
違
う
違
う
！
）
」
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○
ヘ
イ
ズ
⋞
ピ
ッ
ト
／
奈
落

や
っ
と
薄
暗
い
奈
落
へ
降
り
立
つ
田
上
。

田

上
「
ミ
サ
！

ミ
サ!

?

」

見
回
す
田
上

、
暗
然
。
（
研
究
員
の
姿
は
既
に
無
く
）

苦
悶
の
表
情
を
浮
べ
、
屍
と
な
っ
て
い
る
賀
茂

。

田

上
「

時
代
を
間
違
え
た
陰
陽
師
か
…
…
」

く
す
く
す
く
す
…
…
。

幼
女
の
笑
う
声
に
ハ
ッ
と
な
り
顔
を
上
げ
る
田
上
。

『
玉
座
』
に
ポ
ツ
ン
と
椅
子
が
置
か
れ
、
そ
こ
に
幼
い
女
の

子
が
座
っ
て
田
上
を
見
て
い
た
。

田

上
「

な
…
…
？
」

○
イ
ン
フ
ェ
ル
ノ

精
霊
ミ
サ
「
そ
の
弱
さ
は
何
事
？

黒
井
ミ
サ
は
そ
ん
な
に
弱
い
魔
女
だ
っ

た
か
し
ら
？
」

頭
を
抱
え
、
必
死
に
抵
抗
す
る
ミ
サ
。

精
霊
ミ
サ
「
あ
た
し
は
自
分
の
力
で
地
獄
の
門
を
喚
起
し
た
の
よ
。
こ
れ
程

大
き
な
魔
術
を
行
使
し
た
魔
女
は
い
な
い
わ
！

こ
れ
が
黒
井
ミ

サ
の
強
さ
、
黒
井
ミ
サ
の
魔
術
！
」

と
、
ミ
サ
の
額
に
夥
し
い
血
が
流
れ
始
め
る
。
千
砂
の
血
だ
。

ミ

サ
「
（
手
に
つ
い
た
血
を
見
て
）!

!

」

精
霊
ミ
サ
「
既
に
滅
び
た
、
弱
い
人
間
の
肉
体
な
ん
か
を
借
り
て
い
る
あ
な

た
は
黒
井
ミ
サ
の
影
で
し
か
な
い
の
よ
」

言
葉
で
追
い
詰
め
ら
れ
、
激
し
く
動
揺
し
て
い
る
ミ
サ
。

○
ヘ
イ
ズ
⋞
ピ
ッ
ト『

玉
座
』
の
幼
女
に
ゆ
っ
く
り
と
近
づ
く
田
上
。

恐
怖
が
次
第
に
背
中
か
ら
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
く
。
。

田

上
「

こ

、
こ
の
子
が
…
…
、
黒
井
、
ミ
サ
…
…
？

（
ハ
ッ

と
賀
茂
の
屍
に
振
り
向
き
）

こ
の
子
が
や
っ
た
…
…
？

純

粋
な
る
、
悪
意
…
…
？
」
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幼
女
、
上
目
遣
い
に
田
上
を
見
つ
め
、
ニ
ッ
コ
リ
と
微
笑
む
。

ゾ
ク
ッ
と
な
る
田
上

○
イ
ン
フ
ェ
ル
ノ

ミ

サ
「

（
俯
い
た
ま
ま
）

や
っ
ぱ
り
、
違
う
…
…
」

精
霊
ミ
サ
「

何
が
…
…
？
」

ミ

サ
「

魔
術
の
強
さ
な
ん
か
じ
ゃ
、
な
い
…
…
」

精
霊
ミ
サ
「

」

ミ

サ
「

魔
女
も
人
間
な
の
…
…
。
人
の
心
無
く
し
て
闇
の
力
を
使
う

だ
け
の
存
在
に
は
な
り
た
く
な
か
っ
た

」

ミ
サ
、
真
っ
直
ぐ
に
顔
を
上
げ
る
。

ミ

サ
「
そ
う
い
う
生
き
方
を

、
あ
た
し
は
選
ん
だ
の
よ
！
」

精
霊
ミ
サ
「
そ
れ
故
に
、
魔
術
の
強
さ
も
、
肉
体
を
も
失
っ
て
？
」

ミ

サ
「

あ
な
た
だ
っ
て
、
東
洋
の
魔
術
師
の
力
が
な
け
れ
ば
そ
の
肉

体
も
復
活
出
来
な
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
」

ニ
ッ
、
と
笑
う
ミ
サ

。

と

、
ミ
サ
の
前
に
立
っ
て
い
る
の
は
、
幼
女
。

精
霊
ミ
サ
「
（
オ
フ
）
も
う
地
獄
の
門
は
開
き
始
め
て
い
る

。
ど
ち
ら

が
本
当
で
あ
る
か
な
ん
て
、
最
早
意
味
の
な
い
事
」

ミ
サ
の
眼
、
鋭
く
光
る
。

ミ

サ
「
意
味
は
、
あ
る
わ
！
」

○
ヘ
イ
ズ
⋞
ピ
ッ
ト

田

上
「!
!

」
驚
き
に
身
を
引
く
田
上
。

い
つ
の
間
に
か
、
ミ
サ
が
田
上
に
背
を
向
け
て
立
ち
、
玉
座

の
幼
女
の
首
に
手
を
か
け
て
い
る
（
力
は
入
れ
ず
）
。

田

上
「
ミ
サ!

!

（
ど
う
す
る
ん
だ!

?

）
」

じ
っ
と
ミ
サ
は
幼
女
を
睨
ん
で
い
る
。

ニ
コ
ニ
コ
と
見
上
げ
て
い
る
幼
女

。

ミ

サ
「

も
う
あ
た
し
は
、
闇
の
力
を
行
使
す
る
事
に
何
の
躊
躇
い
も

な
い

。
こ
の
手
に
力
を
入
れ
る
事
だ
っ
て
」
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幼

女
「
…
…
（
ニ
ッ
コ
リ
）
」

ミ

サ
「

（
力
強
く
宣
言
）
あ
た
し
が
、
黒
井
ミ
サ
な
の
」

す
っ
、
と
幼
女
の
頸
か
ら
手
を
離
す
ミ
サ

。

小
さ
く
息
を
漏
ら
す
田
上

。

賀
茂
の
声
「
バ
ジ
リ
ス
ク
は
一
つ
に
な
っ
た
、
か
…
…
」

ハ
ッ
と
見
る
田
上
。

暗
が
り
の
中
に
立
つ
男

。
賀
茂
だ
。

田

上
「
（
愕
然
）
あ
、
あ
ん
た
は
死
ん
で
…
…
」

賀

茂
「
認
め
た
く
な
い
が

、
や
は
り
我
が
血
脈
は
究
極
の
場
面
で
敗

れ
去
る
運
命＜

さ
だ
め＞

に
あ
っ
た
ら
し
い
」

ミ

サ
「
地
獄
の
門
を
開
い
た
の
が
あ
た
し
な
ら
、
こ
の
あ
た
し
が
閉
じ
る
」

賀

茂
「

（
軽
く
哄
い
）
地
獄
の
門
は
外
か
ら
閉
じ
ら
れ
な
い
の
だ
よ
」

田

上
「
何
だ
っ
て
…
…
（
ミ
サ
を
見
る
）
」

ミ

サ
「

」

田

上
「

ま
さ
か
、
ミ
サ

」

ミ
サ
、
階
段
に
向
か
っ
て
走
り
出
す
。

田

上
「
く
そ
っ
！

待
て
よ
ミ
サ
！
」

ミ
サ
を
追
っ
て
階
段
へ
。

玉
座
に
座
っ
て
い
る
幼
女
ミ
サ

、
そ
の
膝
に
頭
を
乗
せ

安
ら
ぐ
、
賀
茂
を
撫
で
る

。

○
埠
頭

工
事
現
場
か
ら
青
い
顔
で
歩
い
て
く
る
田
上
。
咳
き
込
み
、

動
悸
を
必
死
に
掌
圧
で
抑
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

田

上
「
（
見
回
し
）
み
っ

ミ
サ
…
…
、!

!

」

ミ
サ
が
立
つ
岸
壁
ま
で
、
地
獄
門
か
ら
道
が
伸
び
て
い
た
。

開
き
か
か
っ
て
い
る
門
の
中
か
ら
、
道
を
通
っ
て
死
者
達
の

群
れ
が
こ
ち
ら
ま
で
来
よ
う
と
し
て
い
る
。

ミ
サ
、
ア
サ
メ
イ
を
持
ち
門
に
向
か
っ
て
歩
み
出
し
て
い
る
。

田

上
「
ミ
サ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ッ
ッ!

!

」

ミ
サ
、
振
り
向
く
。

田
上
、
必
死
に
ミ
サ
の
許
ま
で
走
っ
て
く
る
。
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ミ

サ
「

さ
よ
う
な
ら
、
田
上
さ
ん

」

田

上
「
帰
っ
て
来
な
い
気
な
の
か
」

ミ

サ
「
あ
り
が
と
う

（
ク
ス
ッ
と
笑
み
）
魔
女
さ
ん
」

ミ
サ
、
行
こ
う
と
す
る
の
を
、
グ
ッ
と
腕
を
掴
む
田
上
。

田

上
「

俺
に
行
か
せ
て
く
れ
。
俺
が
閉
じ
る
」

ミ

サ
「

」

田

上
「

こ
う
い
う
時
は
な
、
男
が
行
く
も
ん
な
ん
だ
よ
」

探
る
様
な
目
で
田
上
を
見
つ
め
て
い
た
ミ
サ

ミ
サ
を
眩
し
そ
う
に
見
つ
め
る
田
上
の
、
『
目
』

。

田

上
「
道
を
途
中
で
間
違
え
た
屑
の
人
間
で
も
、
出
来
る
事
が
あ
る
ん
な

ら

（
『
そ
ん
な
事
じ
ゃ
な
い
』
と
被
り
を
振
り
）

頼
む
」

ミ
サ
、
田
上
の
気
持
ち
が
判
っ
た
。

田

上
「

（
微
笑
）
俺
も
、
魔
女
な
ん
だ
し
な
」

見
つ
め
合
う
二
人
。

ミ
サ
、
ア
サ
メ
イ
を
手
渡
す
。

受
け
取
る
時
の
ほ
ん
の
刹
那
に
、
触
れ
合
う
二
人
。

田
上
、
未
練
無
く
ミ
サ
に
背
を
向
け
、
地
獄
門
に
向
か
っ
て

走
っ
て
い
く
。

ミ

サ
「

」開
い
た
門
の
内
側
で
、
眩
い
赤
き
光
が
広
が
っ
て
い
く
。

ミ

サ
「

地
獄
の
門
よ

、
沈
み
た
ま
え

、
こ
こ
が
地
獄
と
な

る
時
ま
で

」

地
獄
門
、
沈
ん
で
い
く

。

ミ

サ
「

」そ
れ
か
ら
ど
れ
く
ら
い
の
時
が
経
っ
た
か

。
ミ
サ
は
何

も
無
か
っ
た
か
の
様
な
海
に
向
か
っ
て
、
同
じ
場
所
に
立
っ

て
い
る
。

と

、
ミ
サ
、
目
を
自
分
の
脇
に
や
る
。

幼
女
の
ミ
サ
が
す
ぐ
脇
に
い
て
ミ
サ
を
見
上
げ
て
い
た
。

見
つ
め
合
う
、
二
人
の
ミ
サ
。

暗
転
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海
か
ら
街
に
向
か
っ
て
遠
ざ
か
っ
て
い
る
ミ
サ
の
後
ろ
姿
。

一
人
に
な
っ
て
い
る
、
ミ
サ

。

ミ

サ
「
（
オ
フ
）
エ
コ
ォ
、
エ
コ
ォ
、
ア
ザ
ラ
ー
ク

。

エ
コ
ォ
、
エ
コ
ォ
、
ザ
メ
ラ
ー
ク

」

街
の
中
へ
消
え
て
い
く
ミ
サ

。

日
常
の
音
が
高
ま
っ
て
い
く
が

、
少
し
づ
つ
、
低
い
地

鳴
り
の
音
が
重
な
っ
て
い
き

エ
コ
エ
コ
ア
ザ
ラ
ク-

眼-

完
結
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